
陸上自衛隊東部方面音楽隊演奏会

当
日
は
、
長
岡
出
張
所
及
び
高
田
地
域
事
務
所
の
募
集
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト

Ｐ
Ｌ
Ｅ
メ
ド
レ
ー
で
は
、
来
場
者
が
演
奏
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
で
リ
ズ
ム
を
取
り
会
場
全
体
が

中
で
も
中
音
域
を
担
当
し
、
幅
広
い
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
で
使
用
さ
れ
る
木
管
楽
器
の
「
ア
ル
ト

た
り
、
甘
く
切
な
い
青
春
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
を
体
現
さ
せ
た
。
ま
た
Ｍ
ｒ
ｓ
．Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｐ

井
伊
知
郎
）
に
よ
る
音
楽
演
奏
会
を
支
援
し
た
。

に
、
演
奏
会
へ
来
場
さ
れ
た
大
勢
の
方
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

主
題
歌
な
ど
幅
広
い
世
代
に
親
し
み
の
あ
る
作
品
が
披
露
さ
れ
た
。

一
体
と
な
っ
て
演
奏
を
盛
り
上
げ
、
演
奏
を
楽
し
む
来
場
者
と
音
楽
隊
の
表
情
は
笑
顔
に
満
ち

深
め
て
い
き
た
い
。」
と
し
て
い
る
。

わ
れ
た
長
岡
市
自
衛
隊
協
力
会
主
催
の
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
音
楽
隊
（
隊
長　

２
陸
佐　

酒

主
催
者
で
あ
る
長
岡
市
自
衛
隊
協
力
会
の
大
原
興
人
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
今
回
の
演
奏

に
回
答
す
る
と
抽
選
で
陸
上
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
体
験
搭
乗
へ
ご
案
内
す
る
と
い
う
企
画

新
潟
地
本
（
本
部
長　

１
陸
佐　

村
岡
史
朗
）
は
２
月
２
日
（
日
）、
長
岡
市
立
劇
場
に
て
行

会
は
、
吹
奏
楽
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
と
詰
ま
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
や
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
ア
ニ
メ
の

ソ
リ
ス
ト
柳
原
３
陸
曹
の
奏
で
る
優
美
な
音
色
が
来
場
者
約
１
３
０
０
人
の
心
に
深
く
沁
み
わ

閉
じ
た
。

「
レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。」
と
感
想
を
語
る
来
場
者
も
い
た
。

終
演
後
の
ロ
ビ
ー
で
は
音
楽
隊
長
や
新
潟
地
本
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
記
念
撮
影
を

新
潟
地
本
は
「
今
後
も
地
域
と
連
携
し
た
音
楽
演
奏
会
を
行
い
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を

自衛隊新潟地方協力本部

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
」
を
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
た
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
の
名
曲
「
青
春
の
輝
き
」
で
は
、

溢
れ
て
い
た
。
演
奏
終
了
後
に
は
音
楽
隊
へ
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
感
動
と
と
も
に
幕
を

す
る
来
場
者
で
行
列
が
で
き
、「
と
て
も
楽
し
く
て
も
っ
と
も
っ
と
聴
き
た
く
な
り
ま
し
た
。」


